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と　　き　6月3日㈰　13時～
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と こ ろ　高砂町今津町532

一般公開します



南堀川（昭和14年以前）の風景

工楽松右衛門旧宅
⬇

　初代松右衛門（1743年～1812年）
は高砂東宮町に生まれ、若くして兵
庫津（神戸市兵庫区）に出て、船乗
りとなります。のちに御

み
影
かげ

屋
や
を名乗

り海運業を営みましたが、船の帆布
を改良し丈夫で耐久性のある「松右

衛門帆」を発明します。また、幕府や藩の
依頼で、箱

はこ
館
だて
（北海道函館市）や択

えと
捉
ろふ
島、

鞆
とも
の津（広島県福山市）などの全国の港を
改修しました。文化7年（1810年）に高砂
に居を構えました。
　2代松右衛門以降も、地元高砂の港を改
修し新田を開発するなど、初代の意思を継
いで事業を行っています。
　工楽家は、近代には砂糖の問屋などを営
みながら、棟

むな
方
かた
志
し
功
こう
などの文化人と交流し、

居宅は文化サロンの場にもなっていました。

江
戸
時
代　

寛
保
3
年

（
1
7
4
3
年
）

　
　

初
代
工
楽
松
右
衛
門
が
誕
生

　
　
（
〜
文
化
9
年（
1
8
1
2
年
）没
）

江
戸
時
代
後
半

（
18
世
紀
後
半
）

　
　

御
影
屋
松
右
衛
門
と
し
て
海
運
業

を
営
み
、「
松
右
衛
門
帆
」
を
発
明
。

（
19
世
紀
前
半
〜
）

　
　

初
代
松
右
衛
門
が
全
国
各
地
の
港

を
改
修
し
、
高
砂
に
居
住
し
た
。

こ
の
頃
、
住
宅
が
建
築
さ
れ
る
。

　
　

2
･
3
代
松
右
衛
門
が
高
砂
港
を

改
修
し
、
新
田
開
発
を
行
う
。

大
正
〜
昭
和
期
（
20
世
紀
）

　
　

工
楽
長
三
郎
ら
が
「
白
泥
会
」
を

結
成
し
文
化
人
と
交
流
す
る
。

工
楽
家　

年
表

建物の修理
　旧宅の土地・建物は、平成28年1月に、工楽家から高砂
市へ寄附されました。経年による破損が進んでいたため、
可能な限り当初の建築様式に復元修理する工事を、約1年
4カ月にわたって実施しました。一部洋室のままにしたり、
階段やトイレを新設しました。修理工事は、東播磨県民局
や国の補助金を活用し、平成30年3月に竣工しました。

工楽松右衛門と工楽家
くらく まつえもん

｢工楽」姓の由来
　「工楽」には「工夫を楽しむ、工事
を楽しむ」という意味が込められてい
ます。
　初代松右衛門は、全国の港改修や独
自に開発した帆の功績を称えられ、幕
府から「工楽」の姓が与えられました。
松右衛門は生涯、「工楽」の生き方を
貫きました。

【工楽松右衛門関係地図】

工楽松右衛門旧宅
OPEN!!

くらく まつえもん

工楽松右衛門旧宅とは
 江戸時代に、海運業や港湾改修などをおこなった、工楽松右
衛門の居宅です。高砂は、江戸時代に港町として繁栄しまし
たが、旧宅は、南堀川の船着き場の前にあります。
　建物は本瓦葺き木造2階建てで、江戸時代後期の建物です。
1階は通り庭に井戸や炊事場があるほか9部屋があり、2階
は7部屋あります。
　旧宅は、平成28年1月に、史跡として市指定文化財に指定
されています。

南堀川遺構・駐車場の整備

 旧宅の東側を駐車場用地として取得
し、整備工事の着手前に発掘調査を実

施したところ、江戸時代の
南堀川遺構が良好に保存さ
れていることがわかりまし
た。堀川護岸の石垣や、舟
から荷物を揚げ降ろしする
雁
がん
木
ぎ
という石階段などが見

つかりました。
　駐車場の整備にあたって、
南堀川遺構の一部を展示し
ました。駐車場は車14台が
駐車可能で、トイレを新設
しました。

開館記念シンポジウム

と　き　6月3日㈰　11時～12時30分
ところ　高砂地区コミュニティセンター1階集会室
テーマ　｢工楽松右衛門と高砂みなとまち」
出演者　今井　修平　氏（神戸女子大学教授）
　　　　曲田　浩和　氏（日本福祉大学教授）
　　　　村上　裕道　氏（京都橘大学教授・市立図書館名誉館長）

参加費　無料
※　事前申し込みは不要
※　式典は工楽松右衛門旧宅にて
10時から行います。

平
成
28
年
（
2
0
1
6
年
）

　
　

工
楽
家
が
高
砂
市
に
土
地
・

建
物
を
寄
附

　
　

市
指
定
文
化
財
（
史
跡
）
に
指
定

　
　

修
理
工
事
に
着
手
（
〜
平
成
30
年
）

平
成
29
年
（
2
0
1
7
年
）

　
　

南
堀
川
遺
構
の
発
掘
調
査

　
　

駐
車
場
・
南
堀
川
遺
構
な
ど
の
整

備
工
事
に
着
手
（
〜
平
成
30
年
）

平
成
30
年
（
2
0
1
8
年
）

　
　

工
楽
松
右
衛
門
旧
宅
の
公
開

入館料　無料
連絡先　☎490－4790
　　　　FAX 490－4798
駐車場　工楽松右衛門旧宅の東側にあ
ります。利用は旧宅と同じ日時で、
駐車後、旧宅内の事務所へ届け出て
ください。

問合先
　産業振興課　　　　　☎443－9030
　生涯学習課文化財係　☎448－8255
※　6月3日以降は工楽松右衛門旧宅
（☎490－4790）へお問い合わせく
ださい。

※　工楽松右衛門旧宅は､「高砂にこにこポイント制度」のポイント付与端末を設置しています｡

駐車場（現在の南堀川跡)



特定 　診を
国保医療課国保給付係　☎443－9020
　　　　保健センター　☎443－3936 受けましょう！

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
に
対

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
他
の
医

療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
者
に
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

　

対
象
者
に
は
、
6
月
上
旬
に
受

診
券
を
送
付
し
ま
す
。
届
い
て
い

な
い
人
、
ま
た
は
年
度
途
中
に
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
た
人
は
、

国
保
給
付
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を

早
期
発
見
し
、
適
切
に
医
療
に
つ

な
げ
て
重
症
化
を
予
防
す
る
た
め
、

後
期
高
齢
者
健
康
診
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
個
別
に
送

付
す
る
通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と　

き　

6
月
1
日
㈮
〜

　
　
　
　

平
成
31
年
2
月
28
日
㈭

対　

象　

平
成
30
年
11
月
30
日
時

点
の
兵
庫
県
後
期
高
齢
者
医
療

の
被
保
険
者

※　

施
設
入
所
者
、
入
院
中
の
人
、

今
年
度
す
で
に
同
様
の
健
診
を

受
け
た
人
は
対
象
外
で
す
。

健
診
料　

無
料

受
診
方
法　

6
月
上
旬
に
受
診
券

を
送
付
し
ま
す
。
受
診
券
が
届

い
て
か
ら
、
市
内
指
定
医
療
機

関
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

5
月
以
降
に
兵
庫
県
後
期
高

齢
者
医
療
に
加
入
す
る
人
に
は
、

7
月
以
降
に
送
付
し
ま
す
。

◇
国
民
健
康
保
険
加
入
者

　
（
4
月
1
日
時
点
）

◇
40
〜
74
歳
の
人（
平
成
30
年
度
）

※　

75
歳
に
な
る
人
は
、
誕
生
日

の
前
日
ま
で

※　

妊
産
婦
、
海
外
在
住
者
、
長

期
入
院
中
の
人
、
施
設
入
所
者

は
対
象
外
で
す
。

　

特
定
健
診
の
項
目
が
含
ま
れ
て

い
る
の
で
、
健
診
結
果
の
写
し
を

国
保
給
付
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※　

国
保
の
助
成
を
受
け
て
人
間

ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
人
は
、
提

出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と　

き　

〜
平
成
31
年
2
月

と
こ
ろ　

市
内
指
定
医
療
機
関

健
診
料　

基
本
項
目
は
無
料

※　

有
料
で
各
種
が
ん
検
診
な
ど

を
追
加
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

持
ち
物　

特
定
健
康
診
査
受
診
券
、

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、

問
診
票

申
込
方
法　

電
話
で
指
定
医
療
機

関
ま
で

※　

指
定
医
療
機
関
は
、
受
診
券

に
同
封
の
一
覧
表
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

個
別
健
診

対　

象

人
間
ド
ッ
ク
や
会
社
な
ど
の
健
診

（
事
業
主
健
診
）
を
受
診
す
る
人

対　

象　

40
歳
以
上

※　

平
成
26
〜
29
年
度
に
受
診
し

た
人
、
ま
た
は
過
去
に
ピ
ロ
リ

菌
の
除
菌
を
し
た
人
は
対
象
外

で
す
。

内　

容　

血
液
検
査
（
ピ
ロ
リ
菌

検
査
、
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
検
査
）

定　

員　

300
人

検
査
料　

1
、
5
0
0
円

胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診

（
Ａ
Ｂ
Ｃ
検
診
）

特定保健指導（対象者のみ)
　特定健診を受診後、医師・保健師・
管理栄養士などによる生活習慣改善の
ための保健指導を受けることができま
す。

後期高齢者の
　　　健康診査
国保医療課医療係　☎443－9021

がん検診
　受診費用の助成
国保医療課国保給付係　☎443－9020

各
種

　特定健診では、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）やその予備群に該当する人を見つけ、
一人ひとりにあった特定保健指導を行うことにより、生活習慣を改善するための支援を行っています。

国保医療課からのお知らせ

基本項目は無料です。病気の予防・早期発見のために、年に1回特定健診を！

　

問
診
、
血
圧
測
定
、
身
体
計
測

（
身
長
・
体
重
・
腹
囲
・
体
格
指

数
）、
尿
・
血
液
検
査
（
血
糖
値
・

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪
・

肝
機
能
・
腎
機
能
）

基
本
項
目

と
こ
ろ　

文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

※　

★
は
教
育
セ
ン
タ
ー

　
　

☆
は
生
石
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　

●
は
総
合
体
育
館

持
ち
物　

特
定
健
康
診
査
受
診
券

申
込
方
法　

電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で

一
時
保
育　

27
人

　
（
6
カ
月
〜
就
学
前
の
子
ど
も
）

※　

◎
の
日
の
午
前
中
の
み
、
要

予
約

【
集
団
Ａ
】

内　

容　

基
本
項
目

健
診
料　

無
料

※　

有
料
で
貧
血
検
査
、
心
電
図
、

眼
底
検
査
、
各
種
が
ん
検
診
な

ど
を
追
加
で
き
ま
す
。

【
集
団
Ｂ
】

内　

容　

基
本
項
目
、
心
電
図
、

眼
底
検
査
、
血
液
検
査

健
診
料　

2
、
0
0
0
円

※　

有
料
で
各
種
が
ん
検
診
な
ど

を
追
加
で
き
ま
す
。

集
団
健
診

対　

象　

40
歳
以
上

内　

容　

　

便
潜
血
反
応
検
査
（
2
日
法
）

定　

員　

300
人

検
査
料　

700
円

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
に
対

し
、
各
種
が
ん
検
診
な
ど
の
全
額

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
受
診
前

に
国
保
医
療
課
で
助
成
券
の
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

と　

き　

〜
平
成
31
年
3
月

※　

75
歳
に
な
る
人
は
、
誕
生
日

の
前
日
ま
で

対　

象　

次
の
要
件
を
満
た
す
人

◇
高
砂
市
国
民
健
康
保
険
に
6
カ

月
以
上
継
続
加
入
し
て
い
る

◇
国
民
健
康
保
険
料
の
完
納
世
帯

申
込
方
法　

国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
と
健
康
お
守
り
カ
ー
ド

を
持
参
し
、
直
接
国
保
給
付
係

ま
で

　

助
成
券
申
請
後
、
指
定
医
療
機

関
へ
電
話
で
検
診
の
申
し
込
み
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

指
定
医
療
機
関
は
、
広
報
た
か

さ
ご
4
月
号
に
折
り
込
み
の
保
健

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

※　

助
成
券
は
集
団
検
診
で
は
使

用
で
き
ま
せ
ん
。
集
団
検
診
を

受
診
し
た
人
・
予
定
し
て
い
る

人
は
、
助
成
の
対
象
外
で
す
。

大
腸
が
ん
検
診

対　

象　

40
歳
以
上

※　

平
成
29
年
度
に
受
診
し
た
人

は
対
象
外
で
す
。

内　

容

　

視
触
診
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

定　

員　

200
人

検
査
料　

3
、
4
0
0
円

乳
が
ん
検
診

内　

容　

細
胞
診

対　

象　

20
歳
以
上

※　

平
成
29
年
度
に
受
診
し
た
人

は
対
象
外
で
す
。

定　

員　

330
人

検
査
料

◇
頚
部
細
胞
診

 

1
、
7
0
0
円

◇
頚
部
・
体
部
細
胞
診

 

2
、
5
0
0
円

※　

体
部
細
胞
診
は
6
カ
月
以
内

に
不
正
出
血
が
あ
っ
た
な
ど
、

医
師
が
認
め
る
人
の
み

子
宮
が
ん
検
診

と　き

集団Ａ（午前)

集団Ｂ（終日)

7月

12日㈭

17日㈫

8月

★8日㈬
　27日㈪

◎21日㈫

9月

28日㈮

15日㈯

10月

23日㈫

◎18日㈭

11月

28日㈬

●21日㈬

12月

17日㈪

　12日㈬
☆23日㈰

1月

21日㈪

17日㈭

2月

28日㈭

◎4日㈪
　22日㈮



みのり会館だより

①
生
き
る
権
利

　

子
ど
も
た
ち
は
健
康
に
生
ま

れ
、
安
全
な
水
や
十
分
な
栄
養

を
得
て
、
健
や
か
に
成
長
す
る

権
利
を
持
っ
て
い
ま
す
。

②
育
つ
権
利

　

子
ど
も
た
ち
は
教
育
を
受
け

る
権
利
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
休
ん
だ
り
遊
ん
だ
り

す
る
こ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

を
得
る
こ
と
、
自
分
の
考
え
や

信
じ
る
こ
と
が
守
ら
れ
る
こ
と

も
、
自
分
ら
し
く
成
長
す
る
た

め
に
と
て
も
重
要
で
す
。

③
守
ら
れ
る
権
利

　

子
ど
も
た
ち
は
あ
ら
ゆ
る
種

類
の
差
別
や
虐
待
、
搾
取
か
ら

守
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

戦
争
下
の
子
ど
も
、
障
が
い
の

あ
る
子
ど
も
、
少
数
民
族
の
子

ど
も
な
ど
は
特
別
に
守
ら
れ
る

権
利
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

④
参
加
す
る
権
利

　

子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
に
関

係
の
あ
る
事
に
つ
い
て
自
由
に

意
見
を
言
っ
た
り
、
集
ま
っ
て

グ
ル
ー
プ
を
作
っ
た
り
活
動
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
際

に
は
、
家
族
や
地
域
社
会
の
一

員
と
し
て
ル
ー
ル
を
守
っ
て
行

動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

じんけんシリーズ　　
その１

子どもの人権
　｢子どもの権利は
 　　　　　大きく分けて4つ」
　子どもの人権にとって
　　　　　　　大切な4つの柱

地域の自治会・婦
人会、市内小・中
学校ＰＴＡ会員

【平成30年度　人権教育推進事業】

講座名 と　き 対　象 内容・テーマ

人権交流学習会
6月(全体学習会)
7月(班別学習会)
8月(班別学習会)

【講演会・学習会】
地域の人々との交
流を深め、差別意
識や偏見をなくす

市内の幼稚園・認
定こども園・保育
所の保護者

子どもの
人権教育学級

7月
10月

【講演会】
人権を大切にする
子育て

市内の小・中学校
の保護者人権教育実践講座 8月

平成31年1月

【講演会】
豊かな人権感覚と
実践力を身につけ
る

みのり会館と中筋
老人憩いの家で活
動する教養・自主
講座生

講座生人権講話 9月

【講演会】
講座生の交流を深
め、豊かな人権感
覚を身につける

地域の高齢者高齢者学級 9月
平成31年2月

【講演会】
毎日を元気に明る
く過ごすための健
康づくり

地域の婦人会女性の人権研修会 11月

【講演会】
女性の人権を考え、
地域の仲間づくり
を進める

市民人権相談 毎月1回
【相談】
人権のさまざまな
悩みに応じます

みのり会館　☎ 431－6170

No.447

※　講座の参加希望などはみのり会館までお問い合わせください｡

心の豊かさと人権を
　　尊重したまちづくり

　みのり会館では、「心の豊かさと
人権を尊重したまちづくり」の実現
に向けて、市民一人ひとりの人権意
識の高揚と啓発活動に取り組んでい
ます。
　「人権交流学習会」、「子どもの
人権教育学級」「高齢者学級」など、
さまざまな年齢層の人を対象とした
交流会・講演会の開催や「人権相談
（月1回）」を行っています。

　

子
ど
も
に
は
生
ま
れ
た
時
に

す
で
に
持
っ
て
い
る
権
利
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
権
利
を
守
る
た

め
に
、
1
9
8
9
年
11
月
、「
児

童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
（
子

ど
も
の
権
利
条
約
）」が
国
連
総

会
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
日
本

も
こ
の
考
え
に
賛
成
し
、
1
9

9
4
年
5
月
22
日
か
ら
取
り
組

み
、
現
在
で
は
世
界
の
196
の
国

と
地
域
が
こ
の
条
約
を
守
る
こ

と
を
批
准
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
高
砂
市
で
は
、
2
0

1
1
年
6
月
か
ら
「
高
砂
市
子

ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
条
例
」

を
施
行
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
権
利
と
は
、
世
界

中
の
す
べ
て
の
子
ど
も
が
、
心

身
と
も
に
健
康
に
自
分
ら
し
く

育
つ
た
め
の
権
利
で
す
。
子
ど

も
の
権
利
条
約
は
、
前
文
と
54

条
の
条
文
か
ら
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
中
に
は
18
歳
未
満
の

す
べ
て
の
子
ど
も
の
権
利
と
、

そ
の
権
利
を
守
る
た
め
に
国
や

大
人
た
ち
が
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
世
界
に
目
を
向
け
る

と
、
戦
争
や
内
戦
・
テ
ロ
な
ど

に
よ
る
死
亡
が
日
常
的
な
国
、

経
済
的
に
著
し
く
貧
し
い
国
、

安
全
な
食
料
や
水
を
入
手
す
る

の
が
困
難
な
国
、
保
険
や
医
療

制
度
が
未
整
備
で
あ
る
た
め
に

基
礎
的
な
医
療
を
受
け
ら
れ
な

い
国
な
ど
が
あ
り
、
子
ど
も
を

取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
侵

害
が
起
き
て
い
ま
す
。
ま
た
最

近
日
本
に
お
い
て
は
、
子
ど
も

が
虐
待
に
よ
っ
て
命
を
奪
わ
れ

る
事
件
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
は
、
社
会
の
中
で
弱

い
立
場
に
い
ま
す
。
そ
し
て
周

囲
の
環
境
や
社
会
の
中
に
あ
る

さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
の
影
響
を
直

接
受
け
や
す
い
存
在
で
す
。
子

ど
も
た
ち
を
こ
う
し
た
状
況
に

追
い
込
ん
で
い
る
の
は
、
他
な

ら
ぬ
「
お
と
な
」
や
「
お
と
な

が
作
っ
て
い
る
社
会
」
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

子
ど
も
は
「
小
さ
く
て
も
一

人
の
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
存

在
」
で
あ
り
、
「
自
分
の
意
志

を
持
っ
た
存
在
」
と
し
て
大
切

に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【教養講座】

講座名

書道Ａ(大人) 毎週水曜日　　　　　19時30分～20時30分

書道Ｂ(大人) 毎週月曜日　　　　　15時～16時

日本画 第 1・ 3金曜日　　　9時30分～12時

書道Ｃ(子ども) 毎週水曜日　　　　　18時30分～19時30分

書道Ｄ(子ども) 毎週月曜日　　　　　16時～17時

織りの会 月曜日(月 3回程度)　18時30分～20時30分

ちぎり絵 第 2・ 3月曜日　　　9時～12時

暮らしの書道 第 2・ 4火曜日　　　9時～12時

と　き

【自主講座】

講座名

エアロビクス 毎週木曜日　　　9時45分～10時45分

大正琴 第 2・ 4木曜日　10時～11時30分

音楽体操 毎週水曜日　　　14時～15時30分

ふれあい体操 毎週水曜日　　　10時～11時30分

くるみ絵の会 毎週火・木曜日　13時～16時

3Ｂ体操 毎週月曜日　　　9時～12時

童謡唱歌を歌う会 第 2・ 4金曜日　10時～12時

織りひめ 第 2・ 4木曜日　13時30分～15時30分

と　き

※　ちぎり絵、暮らしの書道は中筋老人憩いの家で行います。

みのり会館講座生　合同作品展 　春の訪れを感じさせてくれる3月9日・10日の2日間、
みのり会館と中筋老人憩いの家で活動している教養講座
生と自主講座生の合同作品展をみのり会館で開催しまし
た。2日目には大正琴と童謡唱歌を歌う会の合同発表会
もあり、300人以上の人が訪れました。



対　

象　

就
園
前
の
子
ど
も
と
保

護
者

定　

員　

各
15
組

と　

き　

月
・
火
・
木

　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

◇
月
曜
日

 

11
日　

レ
ジ
袋
で
遊
ぼ
う

 

18
日　

子
育
て
ホ
ッ
ト
タ
イ
ム

 

25
日　

集
ま
れ
！
1
歳
児

◇
火
曜
日

 

5
日　

リ
ズ
ム
で
遊
ぼ
う

 

12
日　

赤
ち
ゃ
ん
わ
ら
べ
う
た

 

26
日　

フ
ー
プ
で
遊
ぼ
う

◇
木
曜
日

 

7
日　

親
子
で
鬼
ご
っ
こ

　

14
日　

食
べ
る
の
大
好
き

申
込
方
法　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

電
話
で
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
4
4
2
・
2
2
4
2
ま
で

つ
ど
い
の
広
場

 
 

6
月
の
親
子
遊
び

と　

き　

6
月
19
日
㈫

　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

ユ
ー
ア
イ
帆
っ
と
セ
ン

タ
ー

対　

象　

1
歳
6
カ
月
ま
で
の
子

ど
も
と
保
護
者

定　

員　

15
組　

持
ち
物　

お
茶
、
汗
拭
き
タ
オ
ル

申
込
日　

6
月
12
日
㈫

ベ
ビ
ー
ヨ
ガ

　

時
間
内
は
自
由
に
遊
べ
ま
す
。

10
時
30
分
と
14
時
に
、
30
分
程
度

の
親
子
遊
び
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

6
月
6
日
㈬

　
　
　
　

9
時
30
分
〜
16
時
30
分

と
こ
ろ　

ユ
ー
ア
イ
帆
っ
と
セ
ン

タ
ー

対　

象　

1
歳
3
カ
月
ま
で
の
子

ど
も
と
保
護
者

赤
ち
ゃ
ん
の
日

（
赤
ち
ゃ
ん
専
用

　
　
　
　

オ
ー
プ
ン
ル
ー
ム
）

申込方法　電話でファミリーサポートセンターまで　☎442－0555

と　き　6月21日㈭
　　　　9時30分～11時30分
ところ　ユーアイ帆っとセンター
内　容　◇子どもとのかかわりと遊び
　　　　◇提供・両方会員情報交換会
　　　　　　～実際の援助活動を通して～
　　　　　こんなときどうするの?
対　象　ファミリーサポートセンター提供・
両方会員、子育て支援に関心のある人
定　員　20人
託　児　5人
　　　　(1歳6カ月以上の子ども、要予約)
しめ切り　6月19日㈫

育て応援講座
第1回提供・両方会員
フォローアップ講座＆情報交換会

子

と　き　6月23日㈯
　　　　10時～11時30分
ところ　ユーアイ帆っとセンター
対　象　ファミリーサポートセンター会員、
子育て中の人、ファミリーサポートセン
ターに関心のある人
定　員　30組
しめ切り　6月21日㈭

ミサポミニミニ運動会
（第1回交流会）ファ

申
込
方
法　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

電
話
で　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
4
3
3
･
8
8
6
6
ま
で

子
育
て
支
援
課　
　
　
　
　

☎
4
4
3
・
9
0
2
4

と　

き　

6
月
21
日
㈭

　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

内　

容　

お
話
し
大
好
き

対　

象　

就
園
前
の
子
ど
も
と
保

護
者

定　

員　

15
組

持
ち
物　

お
茶
、
汗
拭
き
タ
オ
ル

申
込
期
間　
6
月
11
日
㈪
〜
13
日
㈬

レ
ッ
ツ
ゴ
ー
♪
つ
ど
い

と　

き　

6
月
27
日
㈬

 
 
 
 

10
時
〜
11
時

と
こ
ろ　

ユ
ー
ア
イ
帆
っ
と
セ
ン

タ
ー

対　

象　

6
月
生
ま
れ
の
就
園
前

の
子
ど
も
と
保
護
者

定　

員　

15
組

持
ち
物　

お
茶

申
込
日　

6
月
20
日
㈬
・
21
日
㈭

6
月
生
ま
れ
の
誕
生
会

　

子
育
て
中
の
マ
マ
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
人
、
親
子
遊

び
を
楽
し
み
な
が
ら
子
育
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

定　

員　

10
人

※　

託
児
有
（
申
込
時
に
相
談
）

申
込
期
間　
6
月
4
日
㈪
〜
15
日
㈮

マ
マ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

と　

き　

6
月
11
日
㈪

 
 
 
 

10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

北
部
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

内　

容　

作
っ
て
遊
ぼ
う

対　

象　

就
園
前
の
子
ど
も
と
保

護
者

定　

員　

15
組

持
ち
物　

お
茶
な
ど

申
込
日　

6
月
4
日
㈪
・
5
日
㈫

わ
く
わ
く
パ
ー
ク

◇
読
み
聞
か
せ

　

14
日
㈭　

10
時
〜
11
時

◇
お
は
な
し
会

　

18
日
㈪　

10
時
〜
11
時

※　

い
ず
れ
も
定
員
15
組

6
月
の
お
は
な
し
ル
ー
ム

と　

き　

水
・
金

　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

北
部
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

対　

象　

就
園
前
の
子
ど
も
と
保

護
者

定　

員　

各
15
組

◇
水
曜
日

 

6
日　

2
歳
か
ら
の
集
い

 

13
日　

集
ま
れ
！
1
歳
児

 

20
日　

赤
ち
ゃ
ん
わ
ら
べ
う
た

◇
金
曜
日

 

1
日　

親
子
で
運
動

 

8
日　

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

 

15
日　

新
聞
紙
で
遊
ぼ
う

 

22
日　

小
麦
粉
粘
土
で
遊
ぼ
う

 

29
日　

リ
ズ
ム
で
遊
ぼ
う

つ
ど
い
の
広
場

　

6
月
の
親
子
遊
び

　

現
在
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い

る
人
に
、
6
月
初
旬
に
現
況
届
を

郵
送
し
ま
す
。
子
ど
も
の
養
育
状

況
な
ど
を
確
認
す
る
の
で
、
必
要

事
項
を
記
入
し
、
押
印
の
上
、
左

記
の
受
付
場
所
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
は
、

6
月
分
以
降
の
児
童
手
当
の
支
給

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

し
め
切
り　

6
月
29
日
㈮

※　

郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

と　

き
・
受
付
場
所

◇
市
役
所
西
庁
舎
2
階

　

子
育
て
支
援
室

　

6
月
4
日
㈪
〜
29
日
㈮

 

9
時
30
分
〜
12
時
、13
時
〜
16
時

◇
中
筋
公
民
館　

6
月
6
日
㈬

 

9
時
30
分
〜
12
時

◇
み
の
り
会
館　

6
月
11
日
㈪

 

9
時
30
分
〜
12
時

◇
北
浜
公
民
館　

6
月
13
日
㈬

 

9
時
30
分
〜
12
時

と　き ところ

北部子育て支援
センター　　　

ユーアイ帆っと
センター　　　

内　容

6月25日㈪

6月26日㈫

6月28日㈭

7月2日㈪

7月3日㈫

ママボランティアさんと遊ぼう

子どもの救急時の対応

プチボランティア体験

つどいの広場参加

赤ちゃんの日参加
※　いずれも10時～11時30分

▼ママボランティア講座

子育て支援室からのお知らせ



②高砂市の公共施設の現状はどうなっているの？
経営企画室　☎443－9007

　高砂市は2017年度末現在で約29.1万㎡もの公共
施設を保有しています。その内訳は、学校が45％
を占め、これに市民病院、ごみ処理施設の各9％
などが続いています。
　また、建物の耐震性の基準が大きく変わった
1981年以前に建てられた公共施設は、全体の約
41％です。耐震性を向上するための工事は実施し
ていますが、建物自体の老朽化を止めることはで
きません。そこで、今後どのように建物を適切に
維持保全していくのかを考える必要があります。
　高砂市の公共施設の現状については、施設ごと
にカルテを作成して、公共施設マネジメントに必
要な基本情報やサービス提供情報、建物情報など
を分かりやすく示しています。詳しくは、市ホー
ムページをご覧ください。

▲保有する公共施設の分類別状況

小・中学校
45％

市民
病院
9％

ごみ処理
施設
9％

市営住宅
7％

スポーツ施設
6％

庁舎など
6％

図書館・
公民館など
　　6％

幼稚園・保育所・認定こども園など
4％　　

その他
8％

公共施設を　 　する！公共施設を　 　する！

平成29年度　情報公開制度・個人情報保護制度の運用状況









公民館は、年齢を問わず、みんなが集まり、学び、楽しく活躍する場です。
生活の中で感じたことや気になる地域の問題、趣味や生きがいなど、市民のみなさんの学習活動を、
講座・グループ活動を通して支援しています。

　市内に8カ所ある公民館では、今年もさまざまな講座、
教室を開催します。また全館で192の登録グループが活動
を行っています。
　これから何かにチャレンジしよう・こんなことがした
いと思っている人、新しい友達をつくろうと思っている人、
新しい出会いがありますよ！
　講座・教室の開催情報は、広報たかさごや各公民館内
でお知らせします。みなさんのお越しをお待ちしています。

▼曽根公民館　クレヨンクラブ
　“親子でふれあい、遊びを楽しもう”を合言葉に活動しています。
夏は七夕、縁日ごっこ、秋は運動会、ハロウィン、冬はクリスマス会
など、季節の行事を楽しみます。消防署や工場へも見学に出かけてい
ます。
　あなたも、子どもとの楽しい時間を一緒に過ごしませんか？

登録グループについて詳しくは、
各公民館にお問い合わせください｡

中央公民館兼伊保公民館
　　　　　　　☎447－2247
高砂公民館　　☎443－5439
荒井公民館　　☎442－0490
米田公民館　　☎432－6784
曽根公民館　　☎448－4798
中筋公民館　　☎448－4821
阿弥陀公民館　☎448－4642
北浜公民館　　☎079－254－5212



1泊につき1,000円助成します。
対　象　
◇65歳以上の人
◇65歳未満で老人クラブに加入している人
◇身体障害者手帳1～4級、療育手帳Ａ・Ｂ1、
　精神障害者保健福祉手帳1・2級所持者
※　宿泊当日に、運転免許証・身体障害者手帳など、
本人確認ができるものを持参してください。

問合先
　高年介護課　　　　　☎443－9026
　障がい・地域福祉課　☎443－9027

利用時間（年中無休）
◇休憩　11時～15時
◇宿泊　15時～翌日10時

食事代
◇朝食　900円（子ども700円）
◇夕食　2,200円～
※　予算に応じて、会席料理、バーベキュー、
　鍋料理（冬季限定）もあります。
申込方法　利用日の3カ月前から、電話で楓香荘まで

利用案内 宿　泊

宿泊料金の助成

宿泊代
◇特別室　大人　5,700円　子ども　4,700円
◇和室　　大人　4,700円　子ども　3,700円
※　土曜、祝前日は1,000円増、お盆・お正月期間
は特別料金になります。

宿泊特典
◇売店商品5％引
◇コーヒー・紅茶・ソフトクリームのいずれか
　100円引
※　高砂市民はワンドリンク付き
　　(運転免許証、健康保険証などが必要）

問合先 本館サイクリングターミナル　別館高砂の家
宍粟市波賀町原625 　☎　0790－75－2355

 FAX 0790－75－2356

●お食事、温泉、カラオケ、部屋代、配膳料が
セットになったお得な日帰りプランもあります

●無料送迎バスがご利用できます
　道の駅に立ち寄ります。
　対　象
　◇5人以上の宿泊団体
　◇4,500円以上のコースを予約した、10人以上
の日帰り団体

皆さんでお越しください。
自然との触れ合いを求めて、

広　　告
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交通安全啓発活動
表敬訪問

ラトローブ市長訪問 高砂市美術協会理事作品展

災害時における物資の
緊急輸送及び物資受入
・配送拠点の運営等に
関する協定

災害時における支援
協力に関する協定

災害時等における非常
無線通信の協力に
関する協定

マイマイ
タウンタウン
マイ
タウン 4・5月

▼4月13日㈮、阿弥陀小学校の児童たちが、国道2号
交差点近くで、花と手書きの手紙をドライバーに手渡
し、交通安全を呼び掛けました。

交通安全啓発活動安全啓発活交通安全啓発活動交通安全啓発活動交通安全啓発活動 ▼5月7日㈪、「第3回大学世界選手権大会」アメリ
カンフットボールの日本代表メンバーに選出された高
砂市出身の藤原航さんが市長を訪れ、大会への意気込
みを語りました。

表敬表表敬訪問表敬訪問表敬訪問表敬訪問

▼4月5日㈭～8日㈰、高砂市の姉妹都市であるラト
ローブ市よりダリル・ホワイト市長が高砂市を訪問し、
今後の姉妹都市交流について意見交換を行いました。

ラトローブ市長訪ロラトローブ市長訪問ラトローブ市長訪問ラトローブ市長訪問

▼4月20日㈮～22日㈰、文化保健センターで行われま
した。絵画や書、写真、工芸の4部門から個性あふれ
る作品が集まり、来場者を楽しませました。

高砂市美術協会理事作品展作高砂市美術協会理事作品展高砂市美術協会理事作品展高砂市美術協会理事作品展高砂市美術協会理事作品展

▼5月14日㈪、市と兵庫県トラック
協会東播支部が協定を締結しました。
この協定により、災害時の支援物資
の緊急輸送や物資受入・配送拠点の
運営などができ、被災者への食料・
生活必需品の支援物資の素早い配布
が可能となります。

災害時における物資のる物災害時における物資の
緊急輸送及び物資受入送及び物緊急輸送及び物資受入

等等のの拠・配送拠点の運営・配送拠点の運営等に・配送拠点の運営送拠点の運営等に・配送拠点の運営等に
定るするす関する協するする協定関する協定

災害時における物資の
緊急輸送及び物資受入
・配送拠点の運営等に
関する協定

災害時における物資の
緊急輸送及び物資受入
・配送拠点の運営等に
関する協定

災害時における物資の
緊急輸送及び物資受入
・配送拠点の運営等に
関する協定

▼5月14日㈪、市と一般社団法人全
日本冠婚葬祭互助協会が協定を締結
しました。この協定により、全国215
社から葬祭用品などの提供を受ける
ことが可能となります。

災害時における支援ける支援災害時における支援
協力に関する協定する協力に関する協定
災害時における支援
協力に関する協定
災害時における支援
協力に関する協定
災害時における支援
協力に関する協定

▼5月14日㈪、市と高砂アマチュア
無線非常通信協力会が協定を締結し
ました。この協定は、固定電話や携
帯電話が機能しない大規模災害を想
定し、非常無線通信により、災害に
関する情報の収集、伝達の協力を目
的としています。

災害時等における非常る災害時等における非常
無線通信の協力に通信無線通信の協力に

定るするす関する協するする協定関する協定

災害時等における非常
無線通信の協力に
関する協定

災害時等における非常
無線通信の協力に
関する協定

災害時等における非常
無線通信の協力に
関する協定
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広報たかさごは再生紙を使用しています｡


